
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～土佐の近代化胎動の跡を語る～ 
高知市二葉町界隈は、土佐藩政の息吹と、近代へと向かう時代の鼓動が静かに刻まれた地です。 
藩の財政を支えた「御蔵(おくら)」は、年貢米をはじめとする物資の集積地として 
土佐の経済を支えた重要な拠点でした。 
そして交通と警備の要であった「三ツ頭御番所跡(みつがしらごばんしょあと)」は、 
時代の変化を最前線で見つめた場所でもあります。 

 
本講座では、県文化賞を受賞した宅間一之先生とともに土佐が近代へと歩み出した「胎動の跡」をたど
ります。いつもの風景の中に、新たな発見があるかもしれません。 

書物では味わえない、現地で宅間先生が語る歴史の醍醐味をご堪能ください。 

令和８年５月３０日 土  

 下知コミュニティセンターアイジスの 

４階多目的ﾎｰﾙに集合後、みんなで 

出かけます 

 雨の場合は座学に変更となります 
 講師の都合により日程の変更がある 
場合があります 

申込方法 

受付日：５月１５日(金) １０時～１１時 
場所：下知コミュニティセンターアイジス１階受付 
※１１時の時点で定員に達しない場合は電話でも
受け付けます 

お問合せ 

下知コミュニティセンターアイジス 
TEL.088-880-1770 
※火曜～土曜(祝日を除く)9：00～17：00 

注意事項 

※駐車場はご用意できません。公共交通・自転
車・バイク・徒歩でお越しください。 

 
宅間一之先生 
高知市生まれ。 
郷土史研究家。県文化賞受賞。
高知県立歴史民俗資料館館長を
経て現顧問。土佐史談会会長な
どを務め、土佐の地方史研究と
文化財保護に尽力。 

講 師：宅間一之先生 
参加費：無料 
定 員：１５名程度 
対 象：１６歳以上の高知市在住または 
 通勤・通学の方（優先） 
主 催：下知コミュニティセンター運営委員会 

高知市文化振興課 

 
講 師 

13：３０～15：00 

宅間先生と宅間先生と  歴史さんぽ 
～「御蔵」跡から「三ツ頭御番所」跡へ歩く～ 

無料 令和８年度 下知コミュニティセンター市民学校 


